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・ シリーズ 労働環境改善に向けて
日本ノーディッグテクノロジー株式会社

・協会だより デモ施工を実施 (関西支部、九州支部)



‐4月 27日 (木 )、 明治記念館 (東京都港区)に て日本

SPR工法協会「第34期定時総会」を開催。役員の選任を含

む5議案が承認、可決され、新たに松本優三副会長、相澤宏

暢理事、小原章裕監事が選任されました。新体制のもと、来

年には35周年を迎える当協会が50年、60年とよリー層発展

する礎を築くべく、今後とも努力して参ります。

■ 施工実績
・SPR工法 (SPR― N× 工法を含む):66,995m【 2056億円】
・SPR― SE工法:8,071m【349億円l
・オメガライナーエ法:55,196m i31 3億円】

■主な特筆すべき受注。施工実績
北海道支部

東 北支部

東京 支部

北関東支部

南関東支部

北 陸支部

東海 支部

関西 支部

オメガライナーエ法 :旭川市の管きよ更生工事 (4年連続施工 )
SPR― SE工法 :宮城県の管渠改築工事 (3件指定発注 )
SPR工法 :東京都の再構築工事 (大口径矩形きよ、大口径馬蹄形きよ)
SPR工法 :埼玉県の管渠改築等工事 (6年連続 SPR工法設計)
SPR― NX工法 :成田市の下水道管路施設改築工事 (初採用 )
SPR― SE工法 :氷見市の管渠改築工事 (2年連続指定発注 )
SPR― SE工法 :静岡県沼津土木事務所の管渠更生工事 lll旨定発注 )
SPR― NX工法 :奈良県の長寿命化対策工事 (初受注 )

中・四国支部I SPR・ オメガライナーエ法 :広島市の下水道改築工事 (G7サミットに伴う緊急対策路線を遅延なく施工 )
九 州支部 I SPR工法 :北九州市の管渠更生工事 (高水位現場における総合評価物件を受注 )
沖 縄 I SPR工 法 :宜野湾市の雨水幹線改築工事 (2年連続指定発注 )

1事業報告
・定時総会を明治記念館で開催し、オミクロン株の急拡大とも重なったため、懇親会は行わずヽ昨年度同様、インターネット

配信を併用した。
・普及・宣伝活動は、下水道展が 5年ぶりに東京で開催され、3万人超が来場。当協会ブースでも自由断面 SPR工法による
デモ施工を行い 1,000人超が訪れた。
・講習 。研修活動は、下水道管路更生管理技士資格のオンラインによる一次対策講習と更新講習が定着。また SPR― SE工
法のオンライン化への移行準備を完了した。

■事業目標
・SPR工法 (SPR‐ NX工法含む):79,000m【215億円】
・SPR―SE工法:9,000m【 38億円】
・オメガライナーエ法 :60,000m【35億円】
・RPC工法 :200m【 2億円】

■事業計画予定
・各工法の内容や特長を理解していただくために発注者や設計コンサルタント等を対象とした研修会や説明会、デモ施工を随時開催す

る。また、下水道展 '23札幌、下水道管更生技術施工展 2023高知に出展する。
・SPR工法、SPR‐ SE工法、オメガライナーエ法等、取扱工法の工事現場で施工管理に携わる「下水道管路更生管理技士」及び、施
工に携わる「管路更生専門技士」並びに「取付管口穿孔技士」の資格について、取得希望者と更新予定者を対象に、支部、開発者等

と協力して各種講習等を実施する。
・地域の多様化するニーズに細かく対応するため、支部活性化助成金制度を継続し、支部活動の一層の活性化を目指幌
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役員を退任されたお二方に協会発展と工法の普及・拡大に貢献された功績をたたえ、感謝状を

贈呈しました。

また、支部表彰では令和 4年度に成果を上げた 4支部を表彰しました。

霙夢感‐謝状表|1彰礎に
等 棚橋和憲 前副会長

墨 成田良秋 前監事

軋 ‐支 部 表 彰 |::忙

き 【北関東支部I SPR工法年間施工延長大幅拡大
春 【東海支部I SPR工法 (農業用水部門)年間施工最高実績
幸【関西支部I SPR―SE工法年間施工最高実績、下水道管路更生管理技士新規登録者数最高実績
幸 【九州支部】オメガライナーエ法年間施工最高実績、オメガライナーエ法年間施工延長大幅拡大、

オメガライナーエ法 (支部別)年間施工延長過去最高実績、新規会員の大幅加入

受賞者―同

新任 役員 役員改選に伴い、副会長、理事、監事が新たに選任されました。

松本 優三 副会長

開松本組
代表取締役社長

相澤 宏暢 理事

爛山越

代表取締役社長

小原 章裕 監事

奈良建設閉
執行役員本店営業部長

いイマックス/エ トウ建設m/大神建設m/m折本工業/m環境開発公社/小池土木欄/m斎藤組/三枝工業開/m山伸開発/
三陸土建 欄/m重成土建/白江産業 m/瀬戸内土木工業l■1/大旭建業い/夕カヨ建設m/秩父土建い/中村建設m/夏目建設い/
日本プロダクトm/1al原 田興業/東日本コンクリートm/菱中建設帥石巻支店/フルタエ業m/星田建設工業lll1/101前田建設/
三国建設腕/水本重機m/三宅組爛/mワタヶン
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総会後の懇親会はコロナ禍以来、4年ぶりに開催し、国土交通省、

東京都 ド水道局をはじめ、関係団体から来賓の方々にお越しいただきました。

ネ申出 守会長

●1■ |
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で当社が皆様に貢献で|ぎるこ|と 1二よ|り安全にt
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清料を提供することです.  

‐ ‐‐  |||‐ |‐ ||■■|
■|■ |1今後も安全第■が基本ですがく―より工事の制限を克服できるような技術の改良=開発

|■や中|口径の画期的な工法を提供していけるように取り組んでまいります。今後も会員の

|■皆様よ|り 1要‐望をいただき製品開発に生かしてまいりたいと思います。

積水化学工業閉
取締役専務執行役員  |
環境。ライフラインカンパニ=
プレジデント

平居 義幸氏

日本 SPR工法協会

平成 27年 の下水道法改正で維持修繕基準を設
け、腐食の恐れのある箇所に対し5年に 1回の点検
をお願いし、現在 5年以上が経過し一巡しました。
全国で危険箇所が事前に発見され、SPR工法をはじ
めとした技術で改築していただくことで、予防保全の

実践に寄与していただいていることに誠に感謝してい

ます。

年々、改築事業量は伸びており、老朽化対策は皆

様の力なくしては解決できません。ぜひ今後もお力添

えをいただきますようお願いいたします。

国土交通省水管理・国土保全居下水道音際水道企画課

|■    ‐|‐  下水道事業調整富

堂薗 洋昭氏

乾杯の挨拶は

日本下水道事業団

森岡泰裕理事長

|‐ 東京都は令和3年に経営計画 2021を 策定し、様々

な事業を進めていま蔦 中でも下水道管の再構築は

最重要課題です。現在、枝線と幹線で再構築を進め

ていますべ その中でもSPR工法を多く採用してお
り(ま さに皆様あっての再構築事業だと感じています。

I SPR工法は更生工法のトップランナーであり、老

朽化の1対策技術として常に最先端で進歩を続けてい

る技術で現 ‐東京都の都市活動を支える下水道が機

能を十全に発揮できるよう努めてまいりますので、今

後とも―ご協力いただきますようお願いいたしま丸

東京都公営企業管理者■下水道局長

佐々木■健氏 森岡理事長のご発声で乾杯
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当協会のSPR工法は、下水供用下で施工できるというメリットが発注者に受け入れられたことで施工実績を
重ねてきましたが、一方で現場で施工する作業員の負担も大きく、少子高齢化に伴い、ただでさえ働き手が減っ

ている中で、従事する職員の採用・育成、また離職率低下への対策を進めていかなければ、現在の事業量を維持

していくことすら困難になることが懸念されています。そこで、今号から当協会会員企業や協力会社従業員の労

働環境改善のための取り組みをご紹介いただくコーナーを企画しましたc他会員の参考となる誌面になりました
ら幸いです。

日本ノーディッグテクノロジー株式会社

総務人事部

藤野 三枝

轟

‡蒻鍼魏鰺褥彦秒扮恣貶り、⑫鶉耗隕躾饒疑卜

2018年 に働き方改革関連法が改正された際、建

設業中小企業である当社は、2019年 4月 の同法施行

に向けて「勤怠申請のクラウド化」と「 5日 間の有給

休 H限取得促進Jから取り組み始めましたc
それまでの勤怠管理は、社員個人が Excdを使い

1カ 月分を事後申請していたため、長時間労働や連

続勤務の実態があったとしても、すでに過ぎてしまっ

たこととして処理せざるを得ませんでした。また、有

給体暇にいたっては、2018年 までの5日 間取得率は

会社全体で 35%程度であり、特に現場では有体が

取りづらく、2年間の期限内で取得できないまま消滅

してしまうケースも日立っていました。

勤怠管理をクラウド化したことで、残業中請や勤

務実績、休暇申請がリアルタイムで一元管理できるよ

うになったのと同時に、いつでもスマートフォンから

アクセスすることができ、申請・承認も1可 能になった

ため、管理する倶1も 使用する似|も 格段に効率が上が

りました。

長時間労働や有休未取得に関しては、システム内

のアラート機能を使い対象者に促していま丸 結果と

して、長時Fnt労働は身体へ甚大な影響を与えること、

有休は当然取得できるものとして社員の意識が大き

く変わったようですも今では有休取得率は 100%で、

取得日数は全体平均で約 10日 間となっていま丸

さらに、消滅した有体を積み立て、最大 120日 体

みが取得できる「積立年体制度Jを 導入しました。

自身の傷病や家族の介護時など、万が一に備えられ

る仕組みをつくることで安′かして働ける環境を実現で

きればと考えています.

タフレットを支給し、現場作業を効率化

N09915



デジタル機器の導入により、 CT化の推進を加速

‡R鰈鷺儘薇繹鰈飩躊巡

その他の取り組みとしては、このコロナ禍において

従業員を未知のウイルスからどう守るかが、皮肉にも

環境改善への追い風となりました。

私たち管更生の仕事は、夕1えこのような状況であつ

ても、現場は止まることなく稼働し続けなければなり

ません。そこで感染リスクを考え、人同十の接触を

避けるため社員全員にタブレットとモバイルPCを支

給し、会議はすべてWEB会 議に切り替えましたc

現場には直行直帰、事務系社員は在宅勤務と時差

勤務を取り入れ、その他電子決裁やチャットツールも

導入する等、一気にICT化 と働き方の多様化が進

むこととなりましたc

2021年 には社員のみならずt家族や現場で共に働

く協力会社の方、延べ 250人に対し新型コロナワク

チンの職域接種を実施しました。罹患してしまった社

員には、特別休暇扱いで休養してもらい、コロナウ

イルスによる後遺症が残ってしまった場合、最大 2カ

月間を特別休暇として扱うことで対応してまいりまし

た。

この 5月 には新型コロナウイルス感染症が感染症

法上の位置付けを現行の 2類相当から5類に引き下

げられ、感染対策 1ま一 lEノ、の半:=`に委ねられようと

しています:

目まぐるしく変化し、予|ミ :不 |し な

は、企業 |よ いかに安心して長 (言 :

供できるか、世の中の動きを致惑

こ:⊃ 時代において

キる労働環境を提

に提えつつ社員に

目を向け、常にア 'プデートして

ています

:労働環境の改善で未来を守 り、会社を守る

当社では、2022年 4月 の育児・介護体業法の改正

を受け、2023年 2月 に、「男性社員育休取得支援制度_

を導入しましたcこれからの時代に向け、建設業であっ

ても男性が育体を取得できる会社にしたいと考えてい

ます。

このような労働環境の改善は、活躍する従業員の′とヽ

と体の健康を守り、未来を守ること、そして会社を守

ることに繋がると思いますっ

これから訪れる建設業 2024年問題等、まだまだ課

題や改善すべきことが山積していますが、当社は、日々

進化し続ける企業でありたいと思いま丸
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関西支部は2月 9日 に奈良県・

流域下水道センターで開催された

「令和 4年度奈良県流域 ド水道

雨天時浸入水等勉強会Jでデモ

施工を行いました.

県下自治体が参カロした同勉強

会では雨天時浸入水調査技術が

紹介された後に、浸入司くの対策

手法として、SPR工法を紹介し、

自走式 SPR上法の製管デモ施
]1を技露しました。

老朽化対策だけでなく雨天時

浸入水対策にも貢献できる技術

であることをPRしました. 雨天時浸入水対策手法として紹介

木専両百
二′,_で 三二管製管上法

のデモt三を11ヽ ました ]

同市つ■手ミ員が参カロした同

研修会で |ま、管更生工法をめぐ

る現状や各種管更生工法につい

て解説した後、自立管製管工法

のデモ施工を実施しました
=

地下で施上されている管更生

を地上で見ることのできる絶好の

機会ということで、若手職員の

方々に関心をもってご覧いただき

ました. 自立管製管工法を若手職員に紹介

N019917
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九州支部は令和 4年 12月 8日 に福岡市の舞鶴

公園鴻臆館広場、9口 に北九州市のメディアドー

ムでデモ施工を開催しました。

座学で SPR― SE I法 について紹介した後、

下鰺饉櫃 咆辱ξ彗麒誦炒隧

当協会は今夏の 8月 1日 (火 )～ 4日 (金 )

に札幌市・札幌 ドームで開催される下水道展

'23札幌 (主催 :(公社)日 本下水道協会 )

に出展 します。小間番号 N2-10において、

SPRブ ラック号による自走式 SPR工法の

製管デモ施工を行う予定です。

皆様のご来場をお待ちしております。

自走式 SPR工法の製管デモ施二上:ヒ オメiラ イニー

エ法の拡径デモ施工、また、SPR― SE三 法と

SPR一 NX工法の工法紹介を行にヽました
=

自走式 SPR工法の製管デモ施工 (北九州市)オメガライナーエ法の拡径デモ施工 (福岡市)

昨年度のブースの様子


